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区
は
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
へ
の

住
み
替
え
支
援
と
し
て
、
居
住
安

定
支
援
事
業
を
開
始
し
た
が
、
こ

の
制
度
の
利
用
実
績
は
わ
ず
か
１

件
に
す
ぎ
ず
、
改
善
が
必
要
で
あ

る
。
①
区
役
所
に
専
門
家
の
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
は
ど
う
か
。
②

協
力
不
動
産
店
に
貼
付
し
て
い
る

ス
テ
ッ
カ
ー
を
目
立
つ
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
。
③
区
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、
周
知
に

力
を
注
い
で
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

①
事
業
の
効
果
を
高

め
る
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

②
今
後
、
張
り
替
え
の
際
に
改
善

し
て
い
き
た
い
。
③
Ｐ
Ｒ
方
法
を

工
夫
し
て
い
き
た
い
。

地
域
の
子
育
て
の
柱
と
し
て

一
時
保
育
を
充
実
せ
よ

　

一
時
保
育
は
、
在
宅
で
子
育
て

中
の
方
へ
の
支
援
と
し
て
も
実
施

す
べ
き
で
あ
る
。
理
由
を
問
わ
ず

に
一
時
保
育
が
利
用
で
き
れ
ば
、

地
域
の
子
育
て
の
大
き
な
柱
に
な

る
。
（
仮
称
）
東
中
野
五
丁
目
保

育
園
で
実
施
予
定
の
、
多
様
な
ニ

　

①
利
用
料
の
応
益
負
担
の
撤
回

を
国
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
区
独
自
の
利
用
料
負
担
の
軽
減

策
や
、
民
間
事
業
所
の
運
営
費
補

助
を
検
討
す
べ
き
で
は
。
③
施
設

の
新
体
系
事
業
移
行
に
伴
い
、
都

の
支
援
策
を
活
用
し
て
運
営
を
支

援
す
べ
き
で
は
。
④
作
業
所
に
対

し
、
区
の
仕
事
の
優
先
発
注
な
ど

の
対
策
を
行
う
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
制
度
の
趣
旨
か
ら
、

求
め
る
考
え
は
な
い
。
②
国
で
は
、

利
用
料
負
担
軽
減
、
激
変
緩
和
措

置
な
ど
の
特
別
対
策
を
、
区
で
は
、

通
所
施
設
利
用
者
の
食
費
負
担
軽

減
策
を
実
施
し
て
い
る
。
③
都
の

各
種
支
援
策
を
活
用
し
て
支
援
し

た
い
。
④
共
同
受
注
の
仕
組
み
の

検
討
や
受
注
先
の
開
拓
を
通
じ
、

仕
事
の
確
保
に
努
め
た
い
。

介
護
保
険
利
用
者
の

不
安
解
消
を

　

①
コ
ム
ス
ン
の
不
正
問
題
を
受

け
て
、
民
間
事
業
者
の
不
正
再
発

防
止
に
向
け
た
監
督
・
指
導
を
ど

う
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い

く
の
か
。
②
低
所
得
者
の
利
用
料

軽
減
施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。
③
区
独
自
の
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
制
度
を
設
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
④
介
護
認
定
に
か

か
る
日
数
を
短
縮
す
る
手
立
て
を

講
じ
る
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

①
法
令
遵
守
徹
底
の

た
め
、
今
年
度
か
ら
集
団
指
導
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
不
正
の

起
き
た
背
景
や
指
導
強
化
す
べ
き

事
項
な
ど
を
把
握
・
分
析
し
、
指

導
に
生
か
し
た
い
。
②
施
設
や
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
食
費
、
居
住
費
、

　

東
中
野
小
と
中
野
昭
和
小
の
再

編
ま
で
２
年
を
切
り
、
地
元
に
と

っ
て
は
「
あ
と
２
年
し
か
な
い
」

と
の
思
い
で
あ
る
。
①
校
庭
跡
地

や
体
育
館
を
、
子
ど
も
た
ち
や
地

域
に
開
放
す
べ
き
だ
。
地
域
に
と

っ
て
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
再
編

後
の
東
中
野
小
跡
地
の
整
備
計
画

を
早
急
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
学
童
保
育
や
校
庭
の
放
課
後
開

放
事
業
な
ど
今
ま
で
行
わ
れ
て
い

た
事
業
が
学
校
再
編
に
よ
り
ど
う

な
る
の
か
、
東
中
野
地
域
に
お
け

る
子
ど
も
の
遊
び
場
や
居
場
所
の

将
来
像
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　

区　

長　

①
地
域
の
意
見
を
踏

ま
え
、
よ
り
よ
い
活
用
を
し
て
い

き
た
い
。
今
年
度
の
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
区
の
案
を
固
め
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
も
協
議
し
て
い
き

た
い
。
②
東
中
野
小
跡
地
を
含
め
、

こ
の
地
域
に
お
け
る
育
成
活
動
の

場
所
の
確
保
や
支
援
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の

体
制
づ
く
り
を

　

都
に
は
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
防

犯
設
備
の
整
備
に
対
す
る
補
助
事

業
が
あ
る
。
補
助
金
の
申
請
に
あ

た
っ
て
は
、
各
区
市
町
村
は
要
綱

ー
タ
ー
設
置
状
況
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

上
り
方
向
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
、
19
年
３
月
に
用
地
が
確

保
で
き
た
の
で
、
今
年
度
中
の
設

計
、
20
年
度
着
工
、
22
年
度
完
成

予
定
と
聞
い
て
い
る
。

桃
園
第
三
小
学
校
の

整
備
工
事
の
概
要
は
ど
う
か

　

桃
園
第
三
小
、
仲
町
小
、
桃
丘

小
の
統
合
新
校
の
整
備
工
事
の
ね

ら
い
と
、
工
事
の
具
体
的
内
容
は
。

　

区　

長　

既
存
校
舎
の
保
全
工

事
の
み
な
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
の

活
動
を
支
援
す
る
整
備
工
事
を
は

じ
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
や
防

犯
対
策
、
耐
震
機
能
強
化
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
な
ど
、
安
全
で
快

適
な
施
設
整
備
を
目
指
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
18
年
度
は
主
に
校

舎
の
外
回
り
を
中
心
と
し
た
整
備

を
実
施
し
た
。
19
年
度
は
、
教
室

床
の
改
修
や
電
気
・
給
排
水
設
備

の
改
修
な
ど
主
に
校
舎
の
内
部
の

整
備
を
実
施
し
、
統
合
後
の
20
年

度
に
は
体
育
館
の
改
築
な
ど
を
実

施
す
る
。

ー
ズ
に
対
応
可
能
な
一
時
保
育
を
、

今
後
の
区
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
区

全
域
で
展
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

一
時
保
育
は
、
既
存

の
保
育
園
で
の
拡
充
や
、
認
定
こ

ど
も
園
の
推
進
に
よ
り
、
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド
を
活
用
し

情
報
格
差
の
是
正
を

　

視
覚
障
害
者
の
約
９
割
は
、
点

字
が
利
用
で
き
ず
、
情
報
の
入
手

　

①
警
大
跡
地
に
つ
い
て
は
、
随

意
契
約
に
よ
り
、
道
路
・
公
園
用

地
は
中
野
区
へ
、
教
育
・
研
究
エ

リ
ア
は
学
校
法
人
へ
払
い
下
げ
ら

れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
商
業
・

居
住
エ
リ
ア
は
、
一
般
競
争
入
札

の
結
果
、
７
月
27
日
に
契
約
予
定

と
聞
く
。
今
後
の
予
定
に
変
更
は

な
い
か
。
②
区
が
行
う
都
市
基
盤

整
備
の
財
源
や
開
発
者
負
担
の
考

え
は
。
③
中
野
駅
の
駅
舎
の
改
善

や
駅
前
広
場
・
自
由
通
路
の
整
備

は
、
中
野
の
顔
と
し
て
の
ま
ち
づ

く
り
に
欠
か
せ
な
い
。
開
発
者
・

都
・
Ｊ
Ｒ
な
ど
と
、
具
体
的
、
積

極
的
な
議
論
を
期
待
す
る
が
、
区

の
見
解
は
。

　

区　

長　

①
今
後
の
予
定
を
含

め
、
国
有
地
の
処
分
先
、
方
法
に

変
更
は
な
い
。
②
財
源
に
は
、
交

付
金
お
よ
び
起
債
、
一
般
財
源
を

予
定
し
て
い
る
。
開
発
者
に
は
、

受
益
に
応
じ
て
開
発
協
力
金
を
求

め
、
都
市
基
盤
施
設
の
整
備
財
源

に
活
用
す
る
。
③
中
野
駅
地
区
は
、

ま
ち
の
玄
関
口
、
に
ぎ
わ
い
の
拠

点
、
誘
導
線
の
結
節
点
と
し
て
、

　

当
該
跡
地
に
つ
い
て
は
、
土
地

開
発
公
社
が
先
行
取
得
す
る
と
の

報
告
が
あ
っ
た
が
、
①
土
地
所
有

者
と
の
交
渉
の
経
過
は
。
②
具
体

的
な
整
備
イ
メ
ー
ジ
は
。
③
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
④
防
災
機

が
大
変
困
難
と
聞
く
。
す
べ
て
の

区
民
が
等
し
く
情
報
を
得
ら
れ
る

よ
う
、
区
民
に
必
要
な
資
料
に
Ｓ

Ｐ
コ
ー
ド
（
音
声
読
み
上
げ
文
字

情
報
）
を
添
付
し
、
あ
わ
せ
て
読

み
取
り
機
も
区
の
す
べ
て
の
窓
口

に
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

視
覚
障
害
者
の
要
望

や
使
用
実
態
を
踏
ま
え
、
Ｓ
Ｐ
コ

ー
ド
な
ど
の
掲
載
拡
大
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

滞
在
費
を
軽
減
す
る
制
度
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。
③
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
供
給
は
確
保
さ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
お
り
、
区
独
自
の
制
度

は
考
え
て
い
な
い
。
④
昨
年
度
は

更
新
が
集
中
し
、
か
つ
認
定
区
分

制
度
の
変
更
が
あ
っ
た
。
今
年
度

は
、
特
殊
事
情
が
な
い
の
で
、
日

数
の
短
縮
が
見
込
ま
れ
る
。

を
定
め
、
「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
推
進
地
区
」
を
選
定
し
、
都

に
報
告
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
中

野
区
に
は
こ
の
要
綱
が
な
く
地
域

か
ら
い
く
ら
声
が
あ
が
っ
て
も
、

こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
要
綱
を
制
定
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
財
源
措
置
の

面
で
も
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

地
域
で
の
自
助
努
力

の
ひ
と
つ
と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
な

ど
の
防
犯
設
備
の
設
置
は
効
果
の

あ
る
対
策
と
考
え
る
。
こ
の
設
置

に
対
し
、
都
の
制
度
活
用
を
期
待

す
る
地
域
の
団
体
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
こ
た
え
、
地
域
の
団
体
の
準

備
状
況
な
ど
に
応
じ
、
要
綱
の
制

定
も
含
め
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

魅
力
あ
る
、
シ
ン
ボ
ル
性
の
高
い

地
区
と
し
て
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
。
今
年
度
は
、
実
現
性
の
あ
る

構
想
の
作
成
と
、
計
画
の
具
体
化

に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
と
の
協
議
を

進
め
る
考
え
で
あ
る
。

真
の
契
約
・
入
札
改
革
を

　

①
入
札
に
お
け
る
予
定
価
格
と

適
正
価
格
、
市
場
実
勢
価
格
な
ど

に
対
す
る
区
の
見
解
は
。
②
今
回

の
新
た
な
契
約
・
入
札
制
度
で
は
、

予
定
価
格
の
適
正
化
に
向
け
た
改

革
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

　

区　

長　

①
国
や
都
の
最
新
の

基
準
に
基
づ
き
、
毎
年
、
積
算
標

準
や
単
価
を
定
め
て
予
定
価
格
を

設
定
し
て
お
り
、
適
正
な
価
格
に

近
づ
く
よ
う
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

実
勢
価
格
の
把
握
に
つ
い
て
は
常

に
市
場
の
動
向
を
調
査
し
て
い
る
。

②
プ
ロ
セ
ス
を
点
検
し
、
改
善
の

必
要
が
あ
る
か
否
か
検
討
し
た
い
。

ＳＰコード読み取り機

障害者通所施設の作業風景

学校開放で遊ぶ子どもたち

中野駅周辺

新中野駅エレベーター工事

居
住
安
定
支
援
事
業
を
改
善
し

高
齢
者
の
住
み
替
え
支
援
を

公
明
党
議
員
団　

白
井　

秀
史

障
害
者
自
立
支
援
法
に
伴
う

負
担
を
軽
減
せ
よ

日
本
共
産
党
議
員
団　

山
口　

か
お
り

再
編
後
の
東
中
野
小
跡
地
の

整
備
計
画
を
早
急
に
示
せ

民
主
ク
ラ
ブ　

酒
井　

た
く
や

中
野
駅
周
辺ま

ち
づ
く
り
を
問
う　

自
由
民
主
党
議
員
団　

伊
東　

し
ん
じ

本
町
二
丁
目
郵
政
公
社
官
舎

跡
地
を
有
効
活
用
せ
よ

公
明
党
議
員
団　

江
口　

済
三
郎




